
1. はじめに

松本市周辺の「木遣りjについて

一唄の音楽的特徴とその類型ー

田中大嘩

「木遣り」は、長野県内においては主に御柱擦において耳にされる「唄Jilである。諏訪大

社の御柱捺は全国的に著名であり、そこで聞かれる木遣りもまた、諏訪の御桧祭に欠かすこと

の出来ないものとして知られている。また御柱捺に限らず、樹齢丈や落成式といった祝いの席

でも唄われており、雌或に定着している。

長野県内においては、諏訪地方を除いても 198もの神社が

(;J、林 2016）、その多くで肋ド遣りが唄われているものと推察される。これだけ多くの神社で

唄われていながら、木遣りについて扱った研：究は少ない。木遣りの歌詞を取り上げるものはあ

っても、唄の旋律ヰ帯式についてぽ言及がなされておらず、木遣りの全貌を捉えているとは言

い難凡そこで、本稿では、よく知られている諏訪地域の木遣りとともに、隣接する上伊那郡

辰野町およびそれにつづく松本市内にかけての木遣りをとりあげ、音楽曲鋼鉄とその類型を検

討する。

2. 榔柱祭と木遣りについて

2.1 御柱祭

本稿において扱う木遣りは、主に御柱擦において唄われている。御柱柴は、諏耕申社総本社

である諏訪大社のものが広く知られている。諏訪大社の御柱祭は、正式洛称を武洋造営相牲大

kら さる

祭と称し、数え年千位年に一度、寅の年と申の年に開催される。四本のわ怜山から切り出し、

所定の長さの1)1固に一之獅柱、二之御柱、三之御柱、四之御柱として街中を曳行した後、神社境

内に曳き入れ、繊細隅に四本の柱を建立する。慨を山から切り出す鮫「出し」、街中

さとTl'

を曳行し建立する祭を「里曳き」と称している。山出しと里曳きのいすサしにおいても、主に御

柱を切り出す際や、御柱の曳行を開始する際に木遣りが唄われている。

諏訪大社の他、県内では詞勧系の各神社を中心に御柱擦が行われている。律事牲を山から切り
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出し、神社の所定の場所に建立するという形式は、諏訪大社のものと共通しているようである。

これらの御柱擦の多くでも木遣りが唄われているものと推察される。

2.2 木遣り

『日本町谷大群典上』では、「木遣り」は限り倒したオ柑を鳶口などの道具を用い人々の

力を合わせて運材・集材する作業J(478-479貰）と定義されている。すなわち、木遣りとは

原義的にはその手議重り、木の運搬のことを指す。かつて運材の際には牛馬や木馬、修羅が用

いられたが、入力によって運撤する際には、曳き子が力を合わせるため、一団の頭が掛け声を

かけていた。「木遣り唄jは、こうした掛け声から生まれたとされている。また、「木遣り唄l

については、時申木令闘などの蹴に歌われる歌！と定義され、埼怖や鳶職によって唄わ

れるとされている。建築の現場で唄われるほか、声を張り上げて邪気を払うことから祭北行列

の先頭、山車の綱引き、祝儀の席でも唄われ、祭礼唄や祝い唄にも分類されている。

なお、松本市の御柱捺におけるフ同宣り師は、「木遣りをあげさせていただきます」などと述べ

てから唄い始めることが多かったため、本稿では『日本民俗大時典上』で言うところの「木遣

り唄」の意で「木遣り」と称している。また、地域の人々は、木遣りを唄うことを「木遣りを

あげる」や向島くJ、「やるJと表現している。ただし、「木遣り蜘という上述の定義や、村杉

(1983）や石川I(2015）による先行研究を始めとして「木遣り唄lとして扱われていることを

踏まえ、本稿でf'i/ド遺りを「蜘として位置づけ、音楽的観点から検討を加えたい。

では、長野県内における木遣りはどのように研：究されてきたのだろうれ諏訪地方の御柱擦

を調査した石川Iは、「歴史的に木遣り唄は、仕事歌・労働歌から斜L唄射器L唄へと変化し、現

在は芸能・民謡として唄われているものが多い」（初112015:180）と指摘した上で、諏訪地方

で唄われる木遣りには仕事唄・祭礼唄としての性格カ2顕著に見られることを述べ木遣りl諦1

担擦の場面により仕事唄キ喋礼唄ともなりうると指摘する。また、木遣りによって御柱の「聖

市白が喚起され、街牲に「山の神」が宿るという信仰が支えられていることを明らかlとしてい

る。同論文は、御柱捺の準備段階から石Jll自身が諏訪地方に赴き調査することで斜しを硝草し

ようとする、貴重なフィーノレドワークである。ただし、木遣りの採割列は一例を載せるのみで

あり、「実際の木遣り唄は、（賂）譜面通りに唄われるわけではな」く、「唄い手によって音器や

節目しは十人十色aである」（石Jil2015:181）と述べるにとどまっているなど、音楽的観長から

の考察は十全なものとは言い難い。

一方、長野市動t寺を中心に唄われる「善光彰晴りJについては、音楽曲塊見点からの研究

が村杉包000）によってなされている。それによれば、普悼木遣りの起源は、 1707年の艶E
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寺再建工事の際、江戸からやってきた職人榔唄った江戸木遣りである。村杉は、難.,j、手

告．鰐告．覧請．鮮といった動寺木遣りの曲目を採譜し、旋律の陰旋・腸旋（後也、

反復部の有無といった音楽的な糊敷を明らかにした。さらに、艶悼周辺桝土の街地擦におい

ても器包寺木遣りが唄われていることを指摘した上で、両者の採譜を雌愛することによってそ

の旋律的な類似性を明らかにし、「善光寺木遣りは、艶世寺を中心に栄えてきた一部山間地の盆

地を含む艶世寺平企墳で歌われてきた木遣りである」（村杉 2000:215）と結論づけた。旋律を

楽譜に書き起こし、音楽的観点から艶官寺木遣りを検討した同研究は、これまで不明瞭だった

その音獅備被や組躍的な分布を解き明かした。ただ、し、同研涜は艶悼木遣りのみに焦点を

当てたものであり、他地域の木遣りについては言及が乏ししL艶E寺平においても諏訪大社同

様の木遣りを唄う桝土があること財骨兆指摘するが、それらは「諏勧ド遣りの系統に属する

ものとして、本研究のものとは区別して見る必要があろう」（相多 2000:215）と述べ布院の

対象から除いている。

また、諏訪大社から小野神社（塩尻市上小野）・矢彦桝土（上伊那郡辰野町）、松本市内各社

の御柱祭を調査した太田（2018）は、木遣りについて「諏訪型l、川皆勤、「山辺型lの三種

類を提唱している。「諏訪型lは諏訪大社上社・下社で唄われている木遣りであり、「ここは木

落しお願いだ」といった飽ハ詞章を高い声で唄い、氏子の力を引き出すものである。「小野型l

は、小野桝土・矢彦神社のように、諏訪砂躍りに鯛~した「さくり」に加え、各陣申徳由緒な

ど長い詞章の木遣りを併時つものとして位置づけている。「山辺劃は、核首相、神田・

林年齢耕土、「山辺谷Jの組長協定神社、橋倉耐土、宮原神払鶏論闘におい

て唄われているもので、預訪の木遣りや小野の「さくり」に相当する短詞型のものはなく、「う

た語り」型の木遣りが唄われるものである。同論は、詞章を中心に木遣りを捉えるもので、太

田自身締陥療を実地に調査して採集したオ誼りを考察したものである。松本市内各社の木遣

りには、諏訪大社の木遣りとは異なり、桝士や祭把の意味を物語ったり、鰍擦の謝？を促し

たり、氏子の必を和ませたりする役割があることを宇酎商している。

これらを踏まえ、利高でゆ惜りについて音楽的観点から検討を加えたい。音楽的観長から

木遣りを検討している先行研：究は、村杉包000）による動巴寺木遣りの研究のみであり、唄を

楽譜に書き起こし検討するという村杉の「楽理的研究Jを基本的には踏襲したい。また、太田

(2018）は、主に詞章の面から松本市周辺の木遣りを類型化し、地域ごとに「諏訪型J「小野

型j「山辺型Jの三類型があるとしている。筆者は、これらの木遣りが必ずしも諏訪や小野、山

辺の地域のみにとどまっていなし、可能性があると考え、旋律上見出される糊敷から別の名称を

-3-



つけたいと考えている。

2.3 研究の方法論

本稿では、上述のような先行研：究を踏まえ、筆者自らが 2017年に御担携を実地に調査した

経験にも基づきながら、木遣りを「唄jとして音楽的観点から論じる。それに先んじて、まず

研究の方法論について整理しておきた川村杉（2000）は、音階、速度、拍子、形式伴奏楽

器の五つを民謡の旋律の要素として挙げた上で、「民謡の研究方法」として次の三点を指摘して

いる。第ーに「社会史的研涜」があり、民謡は基層階級の人々の唄であるから、階級社会とい

う視点からこれを見る必要がある。第二に「楽醐慨究Jがあり、唄を録音し、忠実に採譜す

ることから始めなければならな川第三に「学際的研究lがあり、複数の聯暗から検討され

る必要があると述べる。第一の観点は、世直しの機運や担金に対する拙浮l障を唄のうちに読み

込むものであって、本稿の砂院の主眼とは異なる。また、第三の観点は、本稿が他の研究者に

よって多角的に検討される必要があるということでもあって、今後の課題となろう。弘上の観

点から、本稿に関わるのは第二の諌漣的研究となる。

では、唄を採譜するにあたって、旋律の基本となる音階をどのように

角献し、譜面上に音符を並べるべきであろうれこの点に関しては、現

在もなお議論が続いており、これまでの音楽学者の見解も異なってい

る。例えば、上原（1895）は、浄瑠璃・端唄・琴唄・謡曲・尺八などの

「俗楽」の音階として、ーオクターブのうちに第一音（官）、第二音

（者）、第三音（者）、第四音（動、第五音白石）のある玉音音階を提

唱した。さらに、「現今都会ニテ一般ニ税暢スノレ三味線、響等ノ楽曲目月苦情

都節ナルモノ」（上原 1895:102）においては主に「陰旋lの音階が用い

られているのに対し、舟唄・馬子唄・田植唄など「田舎節」においては

主に「陽蜘の音階が用いられていると考察した（図 1）。また、陰旋・

陰
燦
援
1義

図 l出典：上原
陽旋ともに旋律が上行するか下行するかlこよって第五音（羽）の高低が (1895: 103) 

異なると結論付けている（図 1上、「5」のみ上下の二種類があり、旋律がど行Fる際には土

5の音が、下行する際には下5の音が唄われることを意味する）。

しかし、昭和期に入ると、町田が「音階の第五音である羽の音は上行と下行との場合には一

定の法則に従って其位置を異にすると云ふ上原氏の説は民謡の場合には当様らない」（町田

1943:673）と断じた。その上で、第五音が高く唄われるか低く唄われるか、またはそれらが混
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合するかについては、「全く不定で且つ演唱者の癖として現はれる場合が多い」と述べている。

こうした論争に明確な回答を与えようとしたのが坊田（1966）による研究であった。坊田は、

旋律が上行する際も下行する際も、その音階は変化しないと主張し、次のように述べている。

これまで日木の音階にはそのいずれにも上行音と下行音とに変化のあるということを理

論書で教えられている関係上、日本イ里謡の音階にもかならずこの上下行の音程には今ま

でのそれのごとく変化があるに違いないと思ったので、砂防調査の品、この点はいっそ

う紳癌に心をくばってきたので、あったが、数多い旋律の中にまったくその予想したよう

なものは見出すことができなかった。（坊回 1966:24)

坊回はこのように述べ、譜例 1の音階を提唱した。

陽旋（上行） （下行）
A 宮商角徴嬰羽官 官嬰羽徴角商宮

二ご二」云千二三E弓「F弓手三五三二二二二二ヰl
正予

陰旋（上行） （下行）
ハ 1 宮変i荷角変f主要羽官 官嬰羽 Z回数角変商官
ιマドーLllt--- 0一一トC 一一 ~ 議監と二に4

譜例 1 坊回による円里謡音階」 出典：坊田（1966)p.25. 

また、村杉は、二宮類の陽音階とー租顎の陰部普からなる、三種類の音階を提案しつつも、

「日本の伝統的音階、即ち陽音階（レミソラドレ）と陰音階（ミファラシドレ）が原則だと思

う」（中村多2000:266）とした上で＼音臨輸についての統一見解が得られていないことを憂慮し、

小異を捨て大同に就くことが求められるとも述べている。

以上のように様々な音階が考案されている九筆者は、自身が御住祭を実地調査し、三百曲

ほどの木遣りを録音し、百曲以上を楽譜に書き起こした結果3）、坊田による音階（譜例 1）と

同じものが浮かび上がってきた。そのため、少なくとも筆者が調査した範囲においては、上行・

下行ともに坊回の音階論における「陽旋」と「陰旋」を採用するのが妥当であると考えている。

なお、唄を論ずる上で、重要な要素である万完匂乙ついては、石Jil(2015）によって諏訪入社の

木遣りが「上の句」「下の句」からなることが指摘されている程度であり、他の地域の木遣りの

形式については不明である。したがって、本稿では、諏訪の木遣りを扱う際には石川の指摘す
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る「上の句」「下の句Jをもとに考察し、それ以外の地域のホ誼りを扱う際には、譜面上現れる

反復部に着目してその形式を考察した。

3.諏訪 R松本地方に分布する『七割五単一型木遣り」と『七草五反復型木遣りJ

3.1 類型の名称について

以上の先行研究と才法論を踏まえ、本章では松本市内から上伊那郡辰野町、諏訪地域にかけ

ての木遣りの音楽的特徴とその類型を検討する。 2018年 2月、イ香川、民学人文学審陪坊背コミュ

ニケーション分野音楽系ゼ、ミ（憤崎ゼミ）において『「木遣り」研究報告会』を開催し、同年3

月に『「木遣り」研弾陪書』（田中大眠宮田高己英、丸山駅リ奈他 2018）を作成した。この

過程において、ゼミ生全員で諏訪大社上社・諏訪大社下社・矢彦神社・沙田神社・千鹿頭神社・

須々肋k神社・橋倉智樹土・宮原神社の計八社で唄われている木遣りを楽譜に書き起こし、そ

れぞれの旋律上の鞘敷が判明した。筆者はその総括とし、これらの木遣りは諏訪大社を中心に

唄われている木遣りと、松本市各社を中心に唄われている木遣りの二つに分類できるのではな

いかと考察した。

間報告書においては、矢彦神社における二種類の木遣りの名称に倣い、前者を「さくり型木

遣りJ、後者を「甚句型木遣り」と仮称した。「さくり」とは、語の意味としては「しゃっくり」

と同じ、また「声を引き入れるような泣き声で泣くこと」（『日本国語大部典第二版』）などあ

るが、それらと関係があるかは不明である。また「甚句」は一般には7・7.7・5の音数か

らなるが、報告書で「甚句型木遣り」として分類した木遣りは、その音数が7・5の繰り返し

から成るものが多かった。加えて、諏訪地方の木遣り師は自らの木遣りを「さくり」と同意意識

していない心し、松本市内各社の木遣り師は自らの木遣りを「甚句J~！撤していなし、こう

した観点から言えば、「さくり型木遣り」および「甚匂型木遣り」という名称ほ適切でない可能

性が高u、
そこで、本稿では「さくり型木遣り」「甚句型木遣り」の名称を、それぞれ聴可の音数ならび

に旋律上の反復部の有無に着目し、「七・玉単一勧晴り」「七・五反復型木遣り」と改め、用

いていくことにした比七・五単一砂曜りは、 7音・ 5音からなる句が定型の旋律によって

唄われるものであり、旋律上反復部を含まなし、これは諏訪地方に分布しているとみられる。

また、七・玉友獲動植りは、定型の旋律を複数回繰り返しつつ、 7音.5音による句を唄い

連ねるものである。これ尚松本地方に分布するとみられる。地担的に諏訪と松本の中間にあっ

て両地或に隣接する上伊那郡辰野町の矢樹林土では、七・玉単一勧ド遣り、七・五反復砂晴

りの両者がみられるととになる。
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3.2 七圃五単一型木遣り

七・玉単一回て遣りは、諏訪大社と社・諏訪大社下社を中心に唄われていると推測される木

遣りである。探譜例2に諏訪大社上社、採譜例3に諏訪大社下社の木遣りを掲げる。

イヤー皆様ご無事で、お願いだ

2017年12月14日午後3時頃

信州大学人文学部教室にて

国＊採鰭

＞ 

••• a品担a 爪
判~ ! iヲ閏
ごぶピで ※ 

J:= ca.52 
［爽音］完全五度低い
＜－導入部一〉く 上の句

ハ J11k_f:-*• • a 酌 J耳担a
っ静一-fL一一トー十－17'-十一寸 ； ：：： 
キ'U Iι ， ' I』｝

＞ 

~ f:-' f:-f:-.1Jlj骨
＃ニ主云謡＝ヒ二二位主主相－叫宅ニヰ4

可

く

いだ

（注）※印のタイミシグで周顕の人々から「ヨッ」の掛け声がかかる

譜例 2諏訪大仕上社の木遣り

2017年12月17日午後3時頃

「御往館よいさjにて

問中採機

〉

イヤー山の神様お願いだ

ιp p 合E，今
出二二ゴ

ま ※

上の匂

…，h. 
ト』 t

く

く一一導入部一一＞

註ハ S惨

事二二学白

［独I積］イヤ さ

く 下の句 > J:= ca.100 
（ く一一一一一掛け声

《 ・- ~~’‘す干＂.：：~千A & ••• -f'-' • • 

る~·電子手 同十日日常ヤ：： I ~;j jl !jf 
官

［全員で］おねーが いだ一一” コレハサシノウへ

（注〉※印のタイミシグで周囲の人々から「ヨッ」の掛け声がかかる

譜例 3諏訪ー立下祉のオ喧り
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上社・下社ともに、導入部の冒頭（楽譜上「ラJ）から短3度眺躍し、最高音（「ドJ）に至っ

た後、完全4度下行して（「ソJ）唄い終える。上の句は導入部の音高（「ソJ）を引き継ぎ唄い

出され、音域も導入部と同じ完全4度内で推移するが、上の句の末尾において初めて完全4度

音域から下に抜け出る。下の句の冒頭（「ド」）が最高音から数えてーオクターブ低く、譜例中

の最低音となるが、ここから上昇に転じ、それまでに下ってきたーオクターブを駆け上って唄

い終える箇所は旋律中もっとも動きが大きく、聴く者に力を与えるように思える。譜面上明ら

かなように、上社の木遣りと下社の木遣りはほとんど同様の旋律によって唄われている。

これらを見ると、七五単一割誼りには次のような共通の糊蜘2ある。すなわち、「イヤー」

や「エー」といった唄い出しから開始され、七音節からなる上の句と、五音節からなる下の句

から構成される。譜例 2、譜例 3上では、「イヤー」という冒頭部分を「導入部」と仮称した。

これらの要素に加え、下諏訪町木遣保存会による木遣りでは「コレハサンノウへ」という定型

的な掛け声が唄われており、この部分のみは明確な拍感を持っているため、御柱の曳き手が綱

を引くタイミングを揃える役割があるものと思われる。

七・玉単一勧i誼りの長さは短く、 30例割支で勝、終えるものである。諏訪大社下社での掛

け声「コレハサンノウへ」を除き、明確な拍感がなく、自由拍子となる。また、七・五単一ー型

木遣りの音域は、七・五反復砂｜て遣り（後過と比べ音域がーオクタープ近く高い。一般的に

は男性が唄うのは難しい音域となるが、それをあえて唄うが故に、独特の緊張感のある、遠く

まで聞こえる声が生まれているものと推測される。また、女性が唄う際にはさらに高い音域で

唄うこともある。御柱祭では、七・五単一勧惜りは御柱の曳行開始の合図となるため、歌詞

内容は御住の曳行開始の周知、無事に御柱の曳行が完了するよう祈る祈願、御柱の網を引く人々

の鼓舞がおもに聞かれる。

3.3 七回五反復型木遣り

七－五反復砂iて遣りは、松本市内の各社（沙回神社、須々l助k神社、千鹿頭神社、橋倉諏訪

社、宮原神初を中心に唄われていると揃則される木遣りである。以下では、七・五反復問て

遣りの採譜例を掲載し、その音楽的特徴を検討する。

次の木遣りは、沙田神社日公木市島立）の木遣りである。採譜は静例 4（次頁）に記載する。

これを見ると、七・五反復砂耀りには次のような鞘数がある。すなわち、七五調の鵬司に

よるひとつづきの旋律と、閉じく七五調の歌詞からなるもう一つの旋律があり、それらを交互

に反復している。いわゆる有節歌曲形式と考えられ、繰り返される前半部分の謀議行を前謀議官、

後半部分の3融行を後楽節と仮称した。また、唄い終わる際には前楽節・後3融行とはまた異なる
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損縛に移行しているため、これを終楽節と仮称した。七・王反復砂惜りの形式は、前楽節・

後楽節・終楽節の三つを主要部分としているものと恩われる。これらの部分に加え、沙問神社

においては「さあやるぞよ」という定型的な唄い出し、「サーノエンヤラサ」という掛け声が唄

われている。譜例 4上では、前者は七・玉単一砂iて遣り同様に「導入部Jと仮称し、後者はそ

のまま掛け声と称した。

①さあやるぞよ／②白雲たなびく鷺沢より かりて把りし沙回は／③氏子護って千余年

格式高き式内で／＠その名聞こえて世に高く ーが諏訪なら二が小野と／⑤三は島立三

之宮今年は酉年巡りきて／＠晴一度の御住花の四月に山を出で／⑩念りの秋に里を

曳く 今日はめでたい里曳きで／③力合わせて威勢よく 無事に宮へと曳きつけて／⑨め

でたく建立祈りまするぞエンヤラサ／⑮サーノエンヤラサ

J＝回必［突普］長2皮高い

2017年9!'l24日午後O時30分頃

沙田字問；御住祭三之御往にて

問中燦集ー探鰯
く 入部 〉

事官 中才プ十~ユ~，ーーローん一二一！
やる ぞー よ

前議節 〉 〈 後納官

会宮中吋正E守 2二広中止担官事旬
②ほ〈うんたなび七一一ーさぎさわよ D』－ μ，かりてまつりーL一一一一司いさどだーーは ~ 

③うじこ まなーーって一一『せんよねーーん かくしきたかき しきだいF ーで

＠そのなきこえて一一一ーょにたか一一〈 いちがすわな らーーにがお札ーと

③さんはしまだち一一時司さんのみーーや ことし i土とりど L_一一めぐ争奪一一て

③ななとせいちどの一一一一おんぼしーーら はなのしがっ に一一ーやまをいーーで

①みのりのあき にー一一一一ー さとをひー一ー〈 きょうはめでた い一一ー さとびき一ーで
③ちからあわせて一一いせいよ一一く ぷ巳にみやへ と一一一ひ茸つけ一一て

以上のような糊敷は、松本市内の別の神社の木遣りにも認められる。次の木遣りは、橋倉諏

訪中土（松本市入山辺）の木遣りである。採都Jは譜例 5に言識する。
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①木遣り皆様御免なよハ｝エ卯酉卯酉に巡りくる／②ハー御柱様の建て替えもハーエ

はや本日となりました／③ハー老いも若きも幼きもハーェ揃いの法被で勇ましく／④

ハー木遣り音頭も高らかにハーエ御柱お宮に建てるまで／⑤ハー怪我；や口論ないように

／⑥ハーエカ合わせてお願いだイヨ

J＝曲.33
［突脅のままl

" あ打
重ア一千品～ヤ空竺±！

。［独唱］きやり一一

2 0 1 7年4月298午前9時頃

橋倉線紡空土御往祭にで

国中採集‘採精

〈 官官業節 〉 〈 後豊能節 〉

" --•. .(I .(I爪 ‘ ・戸ーー＿1ち
喰~←→－ーピヂソデ ':;Et J百九 F こ F 「I. i==;戸 .ilーデー－~i: i:「f t!""''f ー~，.，...，＜－了.. u 111 

ー業」圏 一一ー 、、緩
みな『書記ーごめんなよハ且』ーう とりうと－~にーめぐ~ ＜る

②J、ーおんぼしらさーーまの」たてかえも ハ広』m はやほんじ』ーーっとーなりました

③ハーおいも一ーわかきもーおきなきも ハエ｝そろいの紘一つびでm いきましく

＠円一きゃにーおんど L たからかにハエーおんぼしらおみーや L たてるまで

⑤ハーけがやーーとうるんーないように

〈 終業節 〉

" -l  . 片
本~－ _,,. -* －~ 干－ i: z ごー ♂“  ー・－ f・＂：！｛ f1' 11 
」ーー届 』司ー｝ 』｝ 降J

＠，、．ェー ちから あわ一一一せて一一一ー おね がいだ［全員で］イヨ

〔桧）※却の~イミシグで、周聞の人々から fサーzサエj の合いの手がかかる

譜例 5橋倉諏耕土の木遣り

また、橋倉諏訪宇土の木遣りは「木遣り皆様ごめんなよ」の定型句によって唄いだされるが、

この唄いだしの「木遣り」の歌詞に中目当する部分のみやや異なった旋律で唄われているため、

譜例 5上では上段に記した。七五調の歌詞による前楽節と、閉じく七五調の歌詞からなる後楽

節を交互に反復することによって歌詞を唄い連払唄い終わる際に終鵜ト移行する。橋倉諏

訪社の木遣りにば譜例 4のような「導入部」と「掛け声」がなく、前楽節・後楽節・終綿有の

主要部分のみから構成されている。

七・五反復型木遣りは、 30f舛量度で唄い終えるものから 5分以上に及ぶものまで様々であ

る。明確な拍感がなく、自由拍子である。また、七・五反復型木遣りの音域は、七・玉単一型

木遣りと比べ音域がーオクターブほど低く、普段の話し声の音域に比較的近い。そのため、御

柱擦では、周囲の人々の談笑する声に溶け込みつつ、集の雰囲気に華を添えるロ七・五反復型

木遣りはもっぱら令憾中に唄われており、歌詞内容は、桝土の由来についての物語、格闘捺の

無事を祈願するもの、お世話になった人への感謝、「物づくし」など冗談がおもに聞かれる。
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3.4 矢彦桝土の木遣り 「さくり」と f甚句」

さて、これまで諏訪大社の木遣りと松和竹内各社の木遣りを見てきたが、ここでその両者の

中聞に位置する矢彦神社（上伊那郡辰野町）の木遣りを検討する。矢彦神社においては二程顕

の木遣りが唄われており、短いものを「さくり」、長いものを「甚句」と称している。「さくりJ

は訴訪大社の木遣り比・玉単一却に類似しており、「甚句」は松木市内各社の木遣り（七・

玉反復型）に類似している。まず、「さくり」から検討する。

エ一段取りついたで力を合わせてお願いだ

J:::: ca.43 
［笑音］減五度高い

2017年5月313午前10時頃

矢彦神社御栓祭一之街l柱にて

回中採集・採譜
く一一一一一導入部一一一一ー〉 〈

ハ 爪

ゐづ i 「t:t=f:: I ~半
Y 闘しーだんどb

上の句一役

一一打ア1 •I 
戸 主ゴ···~一一寸’→ト-lLf'­
ト一一，.」一一ト一一七ョ戸一一ト

つい たーーで

〉

富里

く 上の句二段 〉 く一一一下の句一一一〉

ハ － ,0 －爪
一＃一－..・ • • f' • wf' f' f' (9 f' • f' a寸ー有一一トーート一一一一-f'--f!9 f!9 f!9 II 
非主企」-J I 1-1 ¥-I ' ' I 1 しと」 υ・・e

ちからを一一一一 あわせて お札一ーがいだ

譜例 6矢彦神社の「さくり」

諏訪大祉社・諏訪大社下社の木遣り同様、導入部から開始され、七音節からなる上の句と、

玉音節からなる下の句から構成される。矢彦神社一之御柱においては上の句が二つあり、これ

を唄うことを「二段にさくる」と称しているため、それを参考にし、上の句一段と上の句二段

と譜面上に記載した。

「さくり」においては、導入部の最後の音程（「ド」）をそのまま土の句一段ベ接続している

点や、下の句において最低音から完全5度上行して終止する点は、諏訪大社上社・下社の木遣

りと共通する糊数として認められる。ただし、矢彦神社にl間数的なのは、陰旋による木遣りが

唄われているという点にある。静伊if6において、導入部は腸旋によって唄われているが、上の

句一段において陰旋に転じている。唄い手によっては、導入部から最後まで陰旋によって唄う

ものも耳にした。陰旋で木遣りが唄われる例は、筆者は矢彦神社のみで耳にした。また、矢彦
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神社では、「さくり」を合図とし、御住の曳行が開始される。歌詞内容は、譜例 6に挙げたも

いちのみはしら

ののほか、「裏から元まで力を合わせてお願いだ」「一之御柱力を合わせてお願いだ」「氏子

の皆様力を合わせてお願いだ」といった、御柱の曳き手の鼓舞が中心である。これらの相官t

は諏訪大社と社・諏訪大社下社の木遣りとほぼ共通であるため、これらを「七・玉単一砂曜

り」として分類した。矢彦神社で「さくり」と呼ばれる木遣りは、以上のような歌詞内容、唄

われる場面、そして音楽的糊敷のあるものとして整理することができる。

また、次の木遣りは矢彦神社において唄われているもう一方の木遣り、「甚句」の例である。

採譜例は簡列 7（次頁）に記載する。

矢彦神社の「甚句」は、「さて皆犠よどなたにも不調法なる私が一つお話し、たします」の定

型匂によって唄いだされるものであるが、「さてJの部分のみ長く唄われるため、譜例 7上前

鵜行の左側にはみ出して採譜している。松和行内各社の木：遣りと同じく、前楽節・後楽節・終

き賠同ミら構成される。前楽節では、冒頭の音程（譜例 7上「ミ」）から上に短3度跳躍（「ソ」）

した後、完全5度下行（「ド」）したところで「さて皆様よJ等の七音節を終える。その後、再

度、長3度上行（「ミ」）した後に再び畏3度戻り（「ド」）、「どなたにも」等の玉音節を唄い終

える。後楽節では、前楽節の末尾よりも短3度低く（「ラ」）唄いだされ、完全5度上行したと

ころ（「ミ」）を頂点として長6度下行し、譜例 7上の最低音へと至って「不調法なる」等の七

音節を唄い終える。ここから再度、長6度上行（「ミ」）した後、短3度下って（「ド」）「わたく

しが」等の玉音節を唄い終える。前楽節を後楽節よりも高い音域で唄うことによる高低の対比

が生まれている。前楽節が後綿行よりも高い音域であることは、譜例 4・譜例 5にも共通の特

徴として認められる。御住祭においては、「甚句Jは御柱の曳行開始の合図とならず、もっぱら

令融時に唄われ、周囲の人々が談笑する風是に華を添える。これらの鞘数は松本市内各社の木

遣りとほぼ共通であるため、これらを「七・五反復砂ド遣り」として分類した。矢彦神社で「甚

句」と呼ばれる木遣り（七・五反復型）は、こうした歌詞内容、唄われる場面、そして音楽的

特4数をもつものとして整理することが可能である。
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①さて皆様よどなたにも不調法なるわたくしが／②ひとつお話いたします青垣巡らす小野

矢彦／③間農の国は二之官で幾千万年神さみし／④ソホウ榊のご神木東に真向かう大鳥

居／⑤千古の池には鶴が舞い万古の池には危潜む／⑤じ年ごとに巡りくる武洋祭の祭礼

は／⑦国の鎮めの室、なり白鳳二年の天武朝／③数えて今年の酉年は二百と二十と五回

目で／＠四本の御柱曳き建てて／＠エー守らせ給えやエンヤラサ

J;:: ca.47 ［実音］半音ほど低い
く

わ。ri匡「 お「
前楽節

2017年5月3日午後2時頃

矢彦神社御柱祭一之御校にて

問中採集・採譜

ロ工ーr4J~ ￥ロ「「 ~r !J~ 
パ、、
〉

B①［独略］さて み一一 なーさまー よ どなーたーーに一一 も
②ひと つ おはー な し一一一 いたーし一ーま一一 す
③しなの の くに一 にのーみ一ーや一一ー で

＠ソホウ一一一一司 さかー き の一一一 どし一 λιーぽ一ー く
③せんこ の いけー に は一一一 つるーがーーま一一 、、

＠ななねん一一一喝 ごヒー めぐー り一一き一一 た

⑦くにの一一一一 しづー め の均一一 もとーいーーな一一 り
＠かぞえて一一 ことーー し の一一一 とりーー ど一一司 し一一 』ま

③しほんの一一一司 みは一 し ら一一 ひきーた一一て一一 て

く 後楽節 〉

字刀「 むJ 5「
r.、

~ Hベ 口「
ii! 

上

8 ぷちょう 』ま う な る一一一 わた一一 く し一一一ー が
あおが きーー めく二一ー ら す一一 おの一一 や ひ一一一” 、v切・

いくせ んーー まん一一一 ね ん一一一 かみ一一 さ みーー一一 し
ひがし 11:.一一 まむ一一 4与、 つ”一一ーー おお一一 と り一一一 い
まんこ の一一 いけ一一ー ！こ 比一一 かめ一一 ひ そーー一一 む
しきね んーー さい一一一 の さい一一 れ い一一ー は
はくほ う一一 にね』一一 ん の一一一 てん一一 む ちょ一一 う
にひゃく と一一 にじゅーー う と一一 ご色、一一 、、、 め一一一ー で

※ 

；~ 
※ 

く ~奇楽節 〉
a 刀、／士、

平rfι一一酔下γ一芝草弓~~ ("- ~，，. ;:J-=1一一一一一十一ーヂ デ
ザー」一一一一田昌士一回毎回一寸一一－・ I 」一一
⑬エー一一一一ーまもらせ たまえや ［全員で］エジヤラ サ

（注）※印のタイミシグで、照臨の人々 から「オイ」の合いの手が入る

譜伊tl7矢彦神社の「甚句j
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4. まとめ

本稿において述べてきたことを今一度整理すると、表1のようになる。

表1 2つの類型とそれぞれの樹致

七・玉単一勧ド遣り 七・五反復砂ド遣り

音階 陽旋保彦神社においては頻繁に 陽旋伐彦桝土においては終鵜官

陰旋） のみ頻繁に陰船

拍子 自由拍子（諏訪大社下祉の掛け声 自由拍子

「コレハサンノウヘ」のみ二拍子J

形式 上の句・下の句を主要部分とする 前楽節、後楽節、終謀議行を主要部

分とする

伴奏鵜ま なし なし

音域 実音で2点ノ、音周辺 実音で1点ノ、音周辺

通常、男性が唄うのは難しい音域 普段話す際の音域に比較的近い

長さ 30秒程度、定型的 不定（30移程度のものから5分

以上のものまで様々）

歌詞内容 曳行開始の周知、曳き手の鼓舞など 物語、感謝、祈願、冗談など

祭で果たす機 曳行開始の合図 や開時に人々の談笑に華を添える

能の典型例

分布 諏訪大社から矢彦神社 松本市内制から矢彦神社

諏訪大社から矢彦神社にかけては七・玉単一砂晴りが、松本市内各御も矢彦桝土にかけ

ては七・五反復砂ド遣りが唄われている。矢彦神社においては、諏訪大社の木遣りに類似する

「さくり」と、松本市内各社の木遣りに類似する「甚句Jの二種類が唄われており、同仲社は

七・五単一勧晴りと七・五反復駄遣りの広がりの中聞に位置しているものと争制される。

七・五単一勧曙り、七・五友復砂~遺りともに、音階は陽旋によっている。ただし、矢彦

神社のみにおいて尚頻繁に陰旋によって唄われており、同じ旋律でありながら陰旋で唄うもの

と腸旋で唄うものが揺在している。諏訪大社下祉の掛け声「コレハサンノウへJは明確に二拍

子であるが、それを除くと両者ともに自由拍子であると考えられる。また、七・五単一勧ド遣

りは上の句・下の句を主要部分とするが、七・五反復砂ド遣りは前楽節・後締官・終綿告を主
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要部分とする。なお、音階・拍子・形式の他に相妥が時蓄の要素として指摘する「速度」と「伴

奏楽器」であるが、速度は七・五単一砂ド遺り、七・五反獲砂ド遣りともに自由拍子であるた

め、明確には比較できないように思われる。また、伴奏楽器はなし、

音域は、七・五単一割て遣りが2点ハ音周辺で唄われている。これは通常、男性が唄うには

難しい音域である。また、女性の場合にはさらに高い音域で唄うこともある。七・玉反復砂ド

遣りの音域は、普臨舌す際の音域に比較的近い。長さは、七・五単一型木遣りが30秒程度で定

型的であるのに対し、七・王反復型木遣りは30和程度のものから 5分以上のものまで不定で

ある。七・王単一勧潜りは曳行開始の合図となるため、いつ唄い終わるの村田窪しやすいよ

う、定型的であることが求められるので、はないか。一方、七・五反復砂ド遣りは休憩時に唄わ

れ、御柱曳行開始の合図となることはなく、その長さは歌詞内容に応じて変イヒする。

総じて、七・玉単一砂晴り雌P1主の曳行開始の周知という機能に適した形式を、七・五反

復砂ド遺りは休憩時に歌詞内容を通じて人々を和ませるのに適した形式を有しているように思

われる。前者は諏訪大社を中心に、後者は松本市を中心に分布しているが、他の出戒にはどの

ように分布しているのか。また、さらにJl!Jの木遣りの類型が見出されるのか。これらは今後の

研究の課題として残っており、利高においてまとめた方法論と唄の類型を軸に調査を進めたい。

併巴材齢、今後の修士論文の一昔陪成すものである。なお、本木遣り調査にあたり各地域

の皆様に大変お世話になった。また樹高に先立ち、第103固長野・言語文佑研究会で口頭発表

をおこない、有益なご助言をいただいた。ここに記して感謝申し上げる。

注

1) 御柱祭において、木遣りの唄い手は木遣りを「あげる」、「やるJ、「鳴く」と表現してい

る。ただし、本稿においては石川（2015）や仲影（1983）による先行研究を踏襲し、木遣りを

「唄」として扱う。

また、国語辞典によれば、唄とは次のように定義されている。

うた［歌・唄］陥］①リズムとメロディーを付けてことばを声に出すもの。また、その

ことは（中略）②リズムを主として作られた一種の文章の倒れ古代からの短歌、長

歌、旋頭歌（せどうか）、歌謡などや近代の詩をも含める。（後略）

（『日本国語大辞典第二側）

材高においては、上述の①の意味での唄として木遣りを扱うものとする。

2) 小泉（1974）は、これらの音階を完全四度はなれた二つの司~·音」から捉えようとした。
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核音とは、次のようなものである。

特に雅楽や等曲の旋律のようにかなり理論的に整備された構造をもつものは、ーオクタ

ーヴの中に主音（終止音）がーっと考えるだけで卜分であるが、等曲以外の能、三味根音

楽、民謡やわらべうた等の旋律では、しばしば終始音がーオクターヴの中に二個ないし三

個も考えられることがある。しかもその音は主音と同じように旋律の中で重要なはたら

きをもっ場合が多い。こうした音を間接音』と呼ぶ。（小泉 1974:74)

それによれば、日本を含む東アジア、東南アジア、アフリカなどの民族音楽では、完全四度

で、隔たった二つの核音の内側に一つの中間音を持つ音階が多い。こうした二つの核音に挟まれ

た音階の枠のことを「テトラコノレドJと税でする。日本の旋律に用いられるテトラコノレドは、中

間音の位置によって四種類に要約することができるとしている（譜例 8）。

テトラコルドI テトラコルドロ テトラコルvm テトラコルドN

) 4ト ’ -fr- y・ -e同 司・ -e-勺
対 i毛 j主

j(}'. J(}'. i史 i史

譜例 8 小泉による「テトラコノレド」 出典：国立劇場事業部編（1974:75)

さらに、一つのテトラコノレドで全音域をカバーで、きない際は、上や下に追加音が付き、それ

らがもう一つのテトラコノレドを形成するとしている。テトラコノレドの積み重ねによってーオク

ターブの音階が構成され、そに性格は中間音の音程によって変化するとした。科高中「2.3研

究の方法論」において扱った音階論と比べると、小泉による音凡b論はテトラコノレドの重なりに

よる音階の形成にも考察を至らせており、その意味ではより根木的な音階論と言える。ただし、

音階の生成にまで言及している小泉の論考は、木遣りに適合する音階は何かと考える科高の趣

旨からやや外れるため、注において触れておくこととしたい。

3) 採譜にあたっては、五綿譜上に書き表せない音があることも事実であるが、最大仏泳百数

的な音を示すことを艶見した。なお、唄い方は、個々人によって若干の差異はあるものの、各

神社の木遣りの典型と恩われるものを利高では採録した。

4) 2019年2月9日長野言語研究会での指摘。
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